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上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
も
二
十
二
回
目

を
迎
え
、新
企
画
と
し
て
、近
頃
で
は
す
っ

か
り
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
餅
ま
き
」
を
復
活
し
よ
う
と
思

い
当
た
り
ま
し
た
。

「
餅
ま
き
」
は
神
事
で
あ
り
、
お
め
で

た
い
行
事
に
は
餅
を
投
げ
振
る
舞
い
、
幸

福
を
祈
願
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
公
民
館
ま
つ
り
に
お
い
て
も
最
適
に

な
り
ま
す
。

そ
の
起
源
は
古
く
、
平
安
時
代
ま
で
遡

り
、
庶
民
に
は
江
戸
時
代
頃
か
ら
親
し
ま

れ
る
行
事
に
な
り
ま
し
た
。「
餅
ま
き
」

の
風
習
は
、
太
平
洋
側
の
地
域
、
九
州
、

四
国
、
東
海
、
茨
城
県
ま
で
が
、
特
に
盛

ん
な
地
域
で
す
。
私
も
、子
ど
も
の
頃
「
餅

ま
き
」
が
あ
る
と
聞
け
ば
、
自
転
車
で
ど

こ
ま
で
も
拾
い
に
行
き
、
ズ
ボ
ン
の
ポ

ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
し
、
拾
っ
た
餅
を
焼

い
て
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、こ
の「
餅
ま
き
」を
行
う
に
際
し
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
餅
を
拾
う
経
験
が

な
く
、
ま
た
拾
っ
た
餅
な
ど
興
味
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
予
想

以
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
盛
大
に

行
え
ま
し
た
。

こ
の
「
餅
ま
き
」
が
公
民
館
ま
つ
り
の

目
玉
の
ひ
と
つ
に
な
る
様
、
次
回
は
も
っ

と
規
模
を
拡
大
し
実
施
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。	

（
公
民
館
長
）

　五中地区　人口1万7,675人（男9,155人　女8,520人）　世帯数7,017世帯（1月1日現在）

つちまる満一歳記念　もちまき大会

公民館まつり
11月27日　㈰
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新登場ストリートダンス 力作ぞろいの作品展

スーパーボール何個取れるかな？

模擬店も
大盛況

ノリノリ♪　アフリカの太鼓演奏♪
チャレンジクラブも
お手伝い

お楽しみ抽選会☆一等はディズニーリゾートペアチケット

がんばっぺ

上大津

参加者の声
・作品展：皆さんすごいですね。	 （上高津の女性）
・バザーに寄せて：品物が役に立てば嬉しいです。
	 	 （烏山　野口さん）
・ブラスバンド：アンコールがあってもよかったなー。
	 	 （神立　大和さん）
・ストリートダンスサークル：上東小５年生。エレナ
さんの呼びかけから、練習はじめて３ヶ月です。メ
ンバー募集中。	 （飯塚先生）
・環境家計簿：手ごたえまずまずです。（環境保全課）
・手づくりランプつくり：災害時に役立ちます。
	 	 （社会福祉協議会の中根さん）



�

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ	

年
10
回

開
講
式　

６
月
11
日　

ス
タ
ー
ト

ゲ
ー
ム
と
焼
そ
ば
で
友
だ
ち
に
な
ろ
う

閉
講
式　

３
月
３
日　

お
別
れ
会

楽
し
い
ひ
な
祭
り
料
理

＊
今
年
度
は
28
人
の
仲
間
で
す
。

ゲートボールでお年寄りと交流（10月29日）

23
年
度
の
専
門
部
活
動

東京消防庁本所都民防災教育センター視察
水圧実験中（安全・スポーツ健康部）

ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
表
彰

公
民
館
祭
り
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
子
ど
も
た
ち
に
五
中
地
区
市
民
委
員
会
か
ら

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

小
野
豊
環
境
部
長
よ
り
各
小
学
校
ご
と
に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

上
大
津
東
小
学
校

五
年　

鶴
田
望
来
さ
ん　
　

外
９
名

上
大
津
西
小
学
校

五
年　

大
塚
美
来
さ
ん　
　

外
14
名

神
立
小
学
校

六
年　

柳　

夏
美
さ
ん　
　

外
57
名

菅
谷
小
学
校

四
年　

中
山
茉
優
さ
ん　
　

外
14
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
98
名

ポ
ス
タ
ー
は
、
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
と

し
て
各
地
域
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
を
美
し
く
し
た
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち

の
心
が
伝
わ
り
ま
す
。

感謝状の贈呈

環
境
部　

巨
樹
、
巨
木
に
学
ぶ
、

　
　
　

ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の
作
成

青
少
年
育
成
部　

夏
休
み
子
ど
も
映
画
、

作
品
展
、
講
演
会
「
こ
ど
も
の

食
育
」、
親
子
チ
ョ
コ
作
り

福
祉
部　

い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
、

　
　
　

正
月
行
事
「
な
ら
せ
餅
」

安
全
部　

防
犯
講
習
会
、
救
命
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部　

救
命
講
習
会
、

　
　
　

五
中
地
区
歩
く
会

文
化
広
報
部　

広
報
紙
66
・
67
号
発
行
、

文
化
茶
話
会
「
今
、
放
射
能
を

学
ぼ
う
」

各
部
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
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編集後記：原稿をお寄せいただきありがとう
ございました。

ち
�
�
と
話
題

移
動
研
修
で
意
見
交
換

十
月
二
八
日
・
二
九
日
、
上
大
津
地
区

長
会
及
び
公
民
館
運
営
委
員
合
同
研
修
会

に
お
い
て
、
上
大
津
地
区
選
出
議
員
（
川

原
場
明
朗
議
員
、
入
江
勇
起
夫
議
員
、
平

石
勝
司
議
員
）
と
の
意
見
交
換
会
を
い
た

し
ま
し
た
。

議
題
と
し
て
、
協
同
病
院
移
設
問
題
、

神
立
都
市
下
水
路
整
備
関
係
、
土
浦
・
か

す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
関
係
、

都
市
計
画
道
路
木
田
余
神
立
線
整
備
問

題
、
放
射
能
問
題
他
、
数
々
の
案
件
に
つ

き
、
様
々
な
提
案
・
要
望
等
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

後
期
講
座	

（
受
講
者
数
）

詩
吟
に
親
し
む

　
　

駒
井
宝
龍
先
生	

（
19
人
）

古
文
の
細
道
︵
そ
の
２
︶

　
　

宮
本
千
代
子
先
生	

（
32
人
）

古
道
を
歩
く

　

土
浦
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

（
41
人
）

巨
樹
・
巨
木
の
木
魂
を
聴
く

　
　

大
内　

董
先
生	

（
46
人
）

中
国
本
場
﹁
東
北
餃
子
﹂　

　
　

宮
川
莉
莉
先
生	

（
24
人
）

公
民
館
の
話
題

古
文
の
細
道―

「
源
氏
物
語
」・「
大
鏡
」

受
講
生
全
員
、
ま
た
は
一
人
で
音
読
す

る
こ
と
に
よ
り
、
古
文
の
世
界
に
入
り
込

み
、
そ
の
意
味
も
理
解
し
て
い
く
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

ま
た
室
内
授
業
の
み
な
ら
ず
、
課
外
学

習
と
し
て
小
野
小
町
の
足
跡
を
巡
る
こ
と

に
よ
り
、
深
い
理
解
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

・
苦
手
な
古
典
講
座
に
挑
ん
で
三
年
。
友

に
助
け
ら
れ
孫
に
励
ま
さ
れ
幸
福
で
す
。

・
文
章
の
美
し
さ
、
人
間
と
し
て
の
優
し

さ
な
ど
源
氏
物
語
の
素
晴
ら
し
さ
に
触

れ
ま
し
た
。

・
日
本
語
の
美
し
さ
と
奥
深
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

・
雅
び
、
も
の
の
哀
れ
、
無
情
や
儚
さ
、

軽
み
や
さ
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

・
千
年
の
時
を
経
て
も
人
の
思
い
は
今
と

変
わ
り
な
い
こ
と
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

・
知
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

・
若
い
と
き
の
勉
強
と
違
っ
て
実
に
楽
し

い
で
す
。

・
受
講
生
の
朗
読
、
発
言
を
重
視
さ
れ
て

素
晴
ら
し
い
で
す
。

・
話
術
の
巧
み
さ
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

・
絶
好
の
自
己
研
鑽
と
な
り
ま
し
た
。

・
何
よ
り
先
生
の
語
り
が
素
晴
ら
し
い
。

・
分
か
り
や
す
い
説
明
に
意
欲
を
持
ち
ま

し
た
。

・
初
心
者
に
も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

・
大
き
な
声
で
読
む
、
何
事
も
一
生
懸
命

に
な
れ
ば
で
き
ま
し
た
。

・
祖
先
た
ち
の
生
活
、
精
神
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

・
戦
争
で
学
ぶ
機
会
を
逸
し
た
か
ら
学
ぶ

と
、
八
十
代
の
方
の
言
葉
で
し
た
。

・
先
人
の
心
を
読
み
ま
し
た
。

・
好
奇
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
、
自
分
発
見
が

始
ま
る
楽
し
み
で
し
た
。

・
講
師
の
魅
力
あ
り
、
講
座
の
広
が
り
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

古
道
を
歩
く

土
浦
市
に
は
、
数
多
く
の
古
道
が
走
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
講
座
で
は
、
前

期
に
手
野
地
内
を
走
る
鹿
島
街
道
と
水
戸

街
道
を
歩
き
、
後
期
で
は
、
中
貫
本
陣
か

ら
か
す
み
が
う
ら
市
の
志
筑
地
内
、
石
岡

市
国
分
寺
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
歩
く
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
方
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
説
明

を
受
け
、
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
り
、
目
的
地

ま
で
歩
く
と
い
う
趣
向
で
し
た
の
で
、
大

変
楽
し
く
受
講
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年

度
も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

講
座
参
加
者
の
声

古道を歩く

「土浦の雛まつり」案内マップに載りました


